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騎
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徳
目
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に

関
す
る

覚
書

I
E

･

R
･

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

批
判
を

め

ぐ
っ

て

1

『

ド

イ

ツ

文

学
27
』

(

一

九

六
一

年
十

月

号
)

に

お

い

て
､

小

川

正

巳

氏
は
エ

ル

ン

ス

ト
･

ロ

ー

ベ

ル

ト
･

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

『

ヨ

ー

ロ

γ

パ

文
学
と

ラ

テ

ン

語

中
世
』

(

甲

声

C

喜
t
-

宏
)

E

弓
○

官
r

T

岩

訂

E
t

e

岩
t

弓
仁

ロ
d

-

P

を
2 .

芳

ど
∽

】

き
t

邑
巴
訂
♪

-

窒
∞
)

を

論
評

し
､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

方

法
に

つ

い

て
､

次
の

よ

う
に

述
べ

て

お

ら
れ

る
｡

『

l
O

岩
】

首
S
O

巴
打
e
l

を

鼻
祖
と

す
る

､

フ

ィ

ロ

ロ

ギ

一

に

歴
史

学
を

取
入

れ

た

古
代
学
に

対

し
て

､

近

代
フ

ィ

ロ

ロ

ギ

ー

の

そ
の

ア

ウ

タ

ル

キ

ー

的
貧
困
の

指
摘

､

ゲ
ル

マ

ニ

ス

チ

ー

タ

を

支

配
し

橋

本

郁

雄

て

し

ま
っ

た

文
芸
学

､

更
に

そ

の

精
神
史
研

究
が

い

か

に

学
問
的

表
意
で

あ

る

か

を
､

個
別

研

究
｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

で

中

世

文

学
の

権
威

G

喜
t

p

く

出
F
り

訂
2

呂
β

の

無

知
に

よ

る

誤

謬
を

徹
底
的

に

あ

ば

く
こ

と

に

よ
っ

て

明

ら

か

に

し

て

い

る
｡

そ
の

よ

う
な

C
仁
→

江

宏

の

方
法
を

一

言
で

い

え

ば
､

｢

直
観
と

知
性
の

協
力
+

で

あ
る

｡

』

(

同
誌
二

一

一

頁
)

た

し
か

に
､

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

に

関
す
る

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

エ

ー

リ

ス

マ

ン

批
判
は

ゲ

ル

マ

ニ

ス

テ
イ

ク

界
を

震
撼
さ

せ

る

に

足
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

そ

れ

は

博
学
多
識
な
こ

の

ロ

マ

ニ

ス

ト

の

両
目

を

遺
憾
な

く

発

揮
し

た

論
考
で

､

巧

み

な

そ

の

方

法
と

あ

い

ま
っ

て
､

読
む

者
を

し

て
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

説
を

､

無
識
と

誤

皿
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解
の

上
に

築
き

あ

げ
ら

れ
▲
た

全

く
の

謬
見
と

思
い

込
ま
せ

る

だ

け

の

説
得
力

を

も
つ

も
の

で

あ

る

が
､

こ

れ

に

対

す
る

ゲ
ル

マ

ニ

ス

ト

た

ち
の

批

判

を

き

き
､

こ

れ

を

仔

細
に

検

討

す
る

と

き
､

｢

田
F

ユ
s

日

昌
ロ

の

無
知
に

よ
る

誤
謬
云

ん

こ

の

評
語
に

わ

れ

わ

れ

ほ

少
な
か

ら

ず
当

惑
を

覚
え

る

で

あ

ろ

う
｡

果
し
て

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

方

法
は

､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

説
に

対

し
て

完
全
な

成
功
を

収
め

え

た

で

あ

ろ

う
か

｡

も
と

よ

り
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

い

わ

ゆ

る

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

の

歴
史
的
分
析
と
い

う

難
問
題
を

論
ず
る

に

は
､

古
典
古
代
(

A

邑
訂
)

な

ら
び

に

中
世
の

文
学
と

哲
学

に

関
す
る

私
の

知
識
ほ

､

余
り

に

も

貧
弱
す
ぎ
る

け
れ

ど

も
､

ク

ル

テ
ィ

ウ

ス

論
文
の

ま
き

お

こ

し

た

波
紋
の

行
方
に

ほ
､

私
な
り

に

関
心

を

寄
せ

て

き

た

し
､

た

ち
の

発
言
の

中
に

も
､

ク

ル

テ
ィ

ウ

ス

の

主
張

､

な
い

よ

う
に

思
う
の

で
､

彼
の

批
判
に

こ

た

え

た

ゲ
ル

マ

ニ

ス

ト

幾
多
傾
聴
す
べ

き

見
解
が

見
出
さ

れ
､

必

ず
し

も

正

鵠
を

射
て

い

る

と

は

言
え

こ

こ

に

｢

徳
目

体
系
+

を

め

ぐ
る

諸

家

の

見
解
を

細

分
し

､

今
日

の

問
題
点
に

照
明
を

あ
て

て

み

た

い

の

で

あ
る

｡

〓
(
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一

九
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九
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､
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旨
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守

告
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ど
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ヨ

第
五

碗
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梱
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i
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六
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(

二
三

七
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一

六

頁
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に

発

表
さ

れ

た
エ
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リ
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『

騎
士

徳
目

体
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根
抵
』

(

営
e

G

2
邑

-

品
e
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乙
e

岩
-

富
邑
｡

訂
ロ

→

亮
昌
計
y
仇
t

e

日
豊

は
､

シ

ュ

タ

フ

ェ

ン

時
代
の

騎
士

文

学
に

あ

ら

わ

れ

た

騎
士

倫
理
を

､

古

典
古
代
の

伝
統
に

結
び

つ

け
て

説
明

し

た

最
初
の

も
の

と

し
て

､

劃
期
的
で

あ
っ

た
｡

爾
来
四

半
世

紀

の

問
､

一

つ

の

反

論
も

な

く
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

学
説
は

､

彼
の

ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

で

あ

る

活

翰
な

ド

小

ツ

中
世

文

学
史
を

通

じ
て

､

ま

た

ナ

ウ

マ

ン
､

シ

ュ

ゲ
ィ

一

夕

ー

リ

ン

グ

な
ど

の

全

面

的
支
持

(

2

)

を

得
て

､

更
に

発
展
さ

せ

ら
れ

､

ほ

と

ん

ど

定

説
化
し

た

観
が

あ

っ

た
｡

た

と

え

ば
､

最
近

わ
が

国
で

も

翻
訳
紹

介
せ

ら

れ

た
ハ

ウ

(

8
)

ザ
ー

の

『

美
術
と

文

学
の

社

会
史
』

な

ど

に

お

い

て

も
､

こ

の

｢

徳
目

体

系
+

説
が

そ

の

ま

ま

と

り

入

れ

ら

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

こ

の
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エ

ー
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マ

ン

論
文
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が
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に

(
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手
が
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易
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わ

れ

る
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で

(

た
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え

ば
､

相
良

守
峯
博
士
の

大
著
『

ド

イ

ツ

中

世

叙
事

詩
研

究
』

､

⊥

九

四

八

年
刊

､

巻
末
の

文

献
目

録
中
に

も

欠

け
て

い

る
)
､

簡
単
に

内

容
を

説
明

し
て

お

こ

う
｡

エ

ー

リ

ス

マ

ン

論
文
は

全

篇
八

十

頁
｡

冒
頭
十

頁
は

､

プ

ラ

ト

ー

ン

か

ら

十
二

世

紀
に

至

る

倫
理

思

想
の

素
描

｡

こ

こ

で

は

特
に

キ

ケ
ロ

ー

の

意
義
が

強
調
さ

れ

て

い

る
｡

キ

ケ

ロ
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の

『

義
務
に
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つ

い

て
』

(

U
e

O
β
○

監
)

に

説
か

れ

る

道
徳
論
は

､

古

典
古
代
の

徳
論
を

引
き

継
ぐ

も
の

で

あ

り
､

ア

ウ

ダ

ス

テ

ィ

ー

ヌ

や
ボ

ニ

ー

テ

ィ

ウ

ス

の

教
会
的
道
徳
体

系
に

根
抵
を

与

え
た

｡

さ

き

に

『

グ

(

5
)

オ

ル

フ

ラ

ム

の

倫
理
』

と

題
す
る

論
文
に

お

い

て
､

宮
廷

騎
士
の

教
養
の

前
提
を

究
明
し

､

宮
廷

的

倫
理

を

古
典
古
代
の

徳
概
念
の

一

種
の

再
生
と

見
た

彼
は

､

こ

こ

に

お

い

て
､

更
に

､

キ

ケ

ロ

ー

と

騎
士

道
徳
の

連
続
性
を

追

求
し

､

キ

ケ

ロ

ー

の

義
務
論
に

見
ら

れ

る

岩
日
日

告
ぎ
臼

㌢
(

最
高
幸
)

1
ど
β
e

賢
2

(

道
徳

善
)

-
ま

一

打

(

有
利
性
)

の

三

価
値
が

､

ラ

テ

ン

作

家
の

道

徳
論
集

(

6
)

《

呂
○

旨
-

-

∽

吋

E
-

O
S

O

廿

E
P

計

ど
ロ
e

賢
O

e

t

き
こ

蒜

を

通

し
て

､

.
シ

さ

タ

ウ

ア

ユ

ン

時
代
の

詩
人

た

ち
に

よ

っ

て

雁
承
さ

れ
､

騎
士

倫

理
の

根
株
と

な
っ

た

と

推
定

す
る

｡

す
な
わ

ち
､

ト

ー

マ

ジ

ー

ン

(

→

ど
日
P
S
i

ロ

d

d
ロ

N
小

3
-

p
e

記
㌦

ロ
∞

い

-
ロ
p
O

F
-

N

-

山
＼

-

か
)

､

プ
ァ

ル

タ

ー

(

弓
已
t

訂
→

d

d
日

計
り

く
○

的
e
】

弓
e
i

計
､

ご
ー

ざ

-
ご
N

旨
)

､

ハ

ル

ト

マ

ン

(

H

罵
t

日
甲
ロ

ロ

召
ロ

A
亡
e

-

ご
一

芸
＼

訟
1
日

琵
F

-

N

-

○

)

な
ど

の

中
高
ド

イ

ツ

語
詩
人
の

作
品
に

つ

い

て

周

到
緻
密
な

考
察
を

行

な
い

､

つ

い

に
､

∽

串

2

2
日

ぎ
ロ
亡

m
-

ぎ
ロ
e

㌢
2
1

邑
-

e

に

対

応
す
る
g
｡
t

e

の

F

已
計
(

神
の

恩

寵
)

-
野
e

(

着
れ
)

-
習
O
t

(

地

た

か

ら

上
の

財
)

の

ト

リ

ー

ア

ス

を

騎
士
の

徳
目

体
系
と

し

て

導
き

出
す

の

で

あ
る

｡

さ
て

､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

に

よ
っ

て

は

じ

め
て

鋳
造

さ

れ

た

徳
目

体
系
の

根
幹
を

構
成
す
る

と
こ

ろ
の

g
O

訂
∽

ぎ
ー

計
-
宵
e

-
g

喜
t

な
る

ト

リ

ー

ア

ス

が
､

プ
ァ

ル

タ

ー

の

有
名
な

次
の

シ

ュ

プ

ル

ァ

フ

(

S

p

2
0

F
)

､

に

由
来
す
る

こ

と

は

言
う

ま
で

も

あ

る

ま
い

(

作

品
00

㌦
一

声
)

｡

H

O

F

¢

P
N

已
e
i

日
e

の
t

e

ぎ
e

､

ロ

n
中

む
p

F
t

e

ビ
e
-

日

出
P
-

t

♂
e
-

ロ
e

‥

d

P
→

已

夢
t

N
t

訂
F

d
e

ロ

e
】

-

e

ロ

ぎ
的
e

臼
‥

･
ど
F

F
e
t

e

-

ロ

ロ
ど
e

ビ
p

已
g
e

∽

目
O

g
e

日

仏
P
N

村
サ

ロ
ロ
e

≠
日
み

e
-

日

日
や

n

弓
P

ロ
g
e
.

d
ひ

d
p

E
①

ど
F

m
-

→

+

ユ
ー

P

ロ

g

♪

弓
訂

出
P

P

ロ

N

e

り

司
e
-

t

e

払

○
-

t

e

】

e

♂
e

ロ
‥

血

訂
F
e
サ

ロ
e

β

あ
t

村
○
ロ
ト

-

O

F

g
e

的
e

♂
e

ロ
､

弓
岩

.

日
P

ロ

巴
り

ご
ト

巴
ロ
O

e

→

弓
戸
ユ
F

e
-

払
e

→

打
e
-

ロ
e

ひ

n
-

F
t

づ
e

り

P

仁
→

J
e
.

d
-

≠

N

弓
e
-

巴
P
t

野
e

白
日
P

勺

巴
+

日

計
的

∈
)

t
-

･

P

p
N

巴
0

村
O

e
-

ロ

p

臼
d
e

り

望
U

F
P

包
e

β

七

戸
O
t
‥

d

P
的

告
-

t

t
e

-

∽

t

唄
U
t

e
の

F

已
(

訂
-

払
0

→

N

司
e

訂
→

声

訂
→

的

亡
-

n

b
.

巴
e

弓
○
-

訂

ど
F

呵
e

→
ロ
e

-

ロ

e
-

ロ
e

日

昌
F
【

ビ

P

芯
-

e
i

n

訂
→

d

e
払

P

眉
P
O

已
F
什

g
e
ひ
一

日
､

d
p
蜘

習
O
t

声

已

慧
≡
ど
F

野
e

∂

≠
ロ
8

的
O
t

e
の

F

已

計

巨
野
巾

■
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､

巴
さ

N

弓
e
-

e

n

司
e

a
e

ロ

[

か

g
e

彗
-

已
.

か

を

○ヽ0

あ

ら

ず
､

に

て

わ

が

既
は

こ

の

三

つ

を
一

つ

函
に

収
め

絡
む
こ

と
¢

さ

は

れ

財
宝

と

世
の

誉
れ

と

ま

た

神
の

恩
寵
の

一

つ

心

臓
に

入

り

来
ら

む
こ

と

は

は

や

望
み

が

た
き

世
と

は

な
り

ぬ
｡

3上4

か

か

る

道
は

す
べ

て

塞
が

れ

た

れ

ば
｡

不

信
は

道
の

辺
に

窺
ひ

暴
力
は

道
の

上
に

囲
歩
し

､

平
和
と
正

義
は

重

き

傷
に

悩
め

り
｡

こ

の

二

つ

の

も
の

癒
え

ざ

ら

む

限

り
､

か

の

三

つ

の

も

の

通
行
く
を

得
じ
｡

(

相

良

博
士

訳
に

よ

る
｡

)

(

1
)

H
.

(

訂

田
0

0

→
-

G
e

琶
E
O

E
e

m

訂
り

血

訂

ま
琶
F
e

β

P
芹
e

り

P
t

喜
-

せ
d

.

H
H

Y

S
.

-

牙
《

筈
芹

G
⊆
告
P

く

肖
F
E
∽

日
P

n

ロ

e
ロ

ー

¢

N

廿

日

n
t

e

?

ロ
○

日
日
e

n

F

巳
t

e

》

と

あ

る

の

は

誤

り
で

あ
る

｡

(

2
)

H
a

日
払

2
P

日

日
p

n

n

戸

G
辞

ロ
t

F
e

り

呂
さ
】
-

e

り
ー

H

琵
告
げ
e

内

已
･

t

己
1

】

-

諾
p

】

已
旨
仏

S
の

F

弓
訂
t

e

ユ
ロ
g
}

0
訂

計
き
琶
F
e

ロ
r

O

F

t

ロ

β
g

d
e
∽

宣
旨
t

e
-

已
t

e

H

払
-

叶

ロ
‥

き
1

已
N

e
-

仏

H
P

日
中
♂

∈
U

F

d
e

→

】

L
t

e

づ
P

t

E
l

弓
小

笠
e

n

岩
F

p

羊
〇
.

ナ

(

3
)

A
→

ロ
○
-

P

H
P

宏
e

→
Y

S
O

巴

巴
g
e

害

E
O

E
t

e

m

訂
→

円
仁

P
S
什

亡
ロ

ト

J
ビ

訂

岩
ど
→

ふ
せ

計
･

-

溜
h

エ
ロ

同

橋
義
孝

訳

『

芸

術
の

歴

史
』

第
一

巻

(

一

九
五

八

年
)

､

｢

騎
士

階

級
の

道

徳

体

系
+

(

二

四

四

頁
以

下
)

譲

:=

く事



) 心 もゆ号 『酪士 の 徳 目体系』 叱 関する発育

し
て

ノ

‡
t
一
-

1

､＼
軒

77く

参
照

｡

(

4
)

最
近

広
島
大

学
に

N

琵
A
･

が

創
刊
号

(

一

八

四
一

年
)

か

ら

揃
え

ら

れ

た
｡

き
わ

め
て

少

数
な

が

ら

欠

号

の

あ

る

の

が

惜
ま

れ

■
る

｡

な

お

戦

前
の

バ

ブ

ク

ナ

ン

バ

ー

の

小

部
分
が

京
都
大

学
に

も

所

蔵
さ

れ

て

い

る
｡

(

5
)

W
O
-

旨
P

β
∽

望
E
打

〉

巴
P
P

･

監
･

急
こ
苫
∞

)
ゎ

合
い

-
会
∽

･

(

6
)

甘
サ
ロ

H
O
-

β
訂

串
U
P
S

写
じ

邑
ど
日

ロ
O

g

目
p

勺
F

旨
s

?

廿
F
0

2
日
d

e
払

G

已
-

-

臣
2
e

計
C
｡

ロ

旨
e
¢

)

ど
邑
2 .

2 .

岩
g

A

芋

幹
P
ロ

乳
s

訂
O

F

仁

ロ
み

宣

旨
e
-

n
訂

訂
ユ

訪
日
好
一

芸
才

-

¢
N

¢

以

後
正

式

に

は

《

呂
○

岩
-

ど
目

口
O

g

目
p

望
F

巨
岩
や
F
0

2
日
》

と

呼
ば

れ

る
｡

三

一

九

四
三

年
､

冒
ま
∽

｡

訂

≦
e

吉
富
F

誌

邑
F

邑
t

f

守

E
t

e

声

t

亡

⊇
1

-

宗
e

ロ

琶
F
p
f

t

∈
-

か

G
e
-

∽
t

e

品
e

仏

O

E
O

E
e

第
二

十
一

巻
(

三

四

三

-
三

六

八

東
)

に

発
表
さ

れ
､

の

ち

『

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文

学
と
ラ

テ

ン

語
中
世
』

に

再

録
さ

れ

た
ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

『

い

わ

ゆ

る

｢

騎

士
の

徳
目

体

系
+

に

つ

い

て
』

(

ロ

琵
へ

邑
t

e

ユ
i

旨
｡

ゴ
ー

g
e

｡

臣
y
･

芝
わ

日
J

は
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

現
に

対

す
る

､

実
に

最
初
の

批
判
で

あ
っ

た
｡

香
､

そ

れ

は
エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

学
説
を

｢

検
討
も

加
え

ず
に
+

受
け

継
い

だ

ゲ

ル

マ

ニ

ス

テ

イ

ク

全

体
へ

の

批
判
と

し
て

提
出
さ

れ

た
｡

彼
は
ド

イ

ツ

に

お

け

る

す
べ

て

の

中

世

文

献

学

に
､

自
己
の

無
知
を

実
在
し

な
い

抽
象
概
念
に

よ

っ

て

蔽
わ

ん

と

+

恥

ヰ
■
1

キ
､

″

す
る

傾
向

､

す
な
わ

ち

広
義
の

歴
史
か

ら
の

帝

離
を

指
摘
し

､

個

別
的
専
門
の

壁
を

越
え
た

広
い

視
野
を

も

つ

綜

合

的

な

中

世

学

(

曽

ロ
t
t

e
-
…

き
空
T

W

富
e

臼
S

｡

訂
f

〇

の

樹
立
の

必

要
性
を

力

説
す
る

｡

(

7
)

そ

し
て

こ

の

よ

う
な

中

世

学
の

欠

如
に

よ
っ

て
､

い

か

に

研

究
の

進
歩
が

阻
計

れ
､

洞
察
の

深
化

が

妨
げ

ら
れ

て

い

る

か
､

そ

の
一

つ

の

好
見
本
と
し

て
､

有
名
な
エ

ー

リ

ス

マ

ン

論
文
を

哉
判
の

狙

上

に

の

ぼ

せ

た

の

で

あ

る
｡

彼
は

文

献
学
的
方

法
に

よ
っ

て
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

説
の

根
拠
が

い

か

に

脆
弱
で

あ

る

か

を

示

し
､

そ
れ

を

無
批
判
に

継
承
し
て

い
.
る

ゲ
ル

マ

ニ

ス

テ

イ

ク

の

表
頚
ぶ

り

を

爬

羅
別
決
し

ょ

う
と

試
み

る
｡

ま

ず
､

エ

..

ト

リ

ス

マ

ン

論
文
の

は

じ

め
の

十

頁
､

す
な

わ
ち
ヽ

古
典
古
代
か

ら

十
二

世

紀
に

至

る

倫

理

思
想
の

流
れ

を

辿
っ

た

部
分
が

､

｢

全
く

時
代
遅

れ
+

の

謬
説
に

依
拠
し
て

い

る

こ

と
を

述
べ

､

こ

こ

か

ら

七

つ

の

テ

ー

ゼ

を

選

び
､

そ

れ

に
エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

研
究
の

集
大
成
で

あ
る

中
世
文
学

史
か

ら
の

三

つ

を

加
え
て

､

都
合
十
の

テ

ー

ゼ

を

立
て

て
､

逐
一

こ

れ

を

論
駁
す
る

｡

し

か

も

そ

の

評
語
た

る

や
､

《

｢
e
-

計
り

邑
e
の

訂
-

s

O
-

こ
》

《
f

巴
已

蒜

《

P

訂
喜
豊

と

辛
辣
を

き

わ

め
､

は
て

は
､

中
世
ド

イ

ツ

文

学
の

最
大
の

権

威
で

あ
っ

た

エ

ー

リ

ス

マ

ン

を

｢

大
い

に

功
績
は

あ
る

が
､

し

か

し

哲
学
史
に

は

う
と

い

男
+

と

尺

J

き

め
つ

け
､

こ

の

論
文

を
.

｢

誤
解
と

誤

謬
と

混
乱
の

こ

ん

が

ら
か

朗



第

軍
l▼

■F

抄
こ

と

酷
評
す
る

の

で

あ

る
｡

彼
の

論

難
の

二

斑
を

紹
介
す
る

な

ろ

ば
､

ま

ず
､

キ

ケ

ロ

ー

が

『

義

務
に

つ

い

て
』

に

お

い

て
､

畝

イ

日
日
日

日

ぎ
β
β

2
-

甘
口
e

の
t

日

日

1
邑

】

｡

の

三

価
値
領
域
を

区

別

し

た
と
い

う

見
解
(

テ
ー

ゼ

こ

に

対

し
て

は
､

キ

ケ

ロ

ー

の

該
書

(

8
)

に

唯
一

度
し
か

出
て

こ

な
い

∽

日

日
日
日

日
b
O

日

日

m

が
､

三

価
値

領

域
の

一

つ

と

し
て

､

し
か

も
キ

ケ

ロ

一

に

と
っ

て

唯
一

善
で

あ

る

ど
ロ
e

各
日

日

の

上

位
に

置
か

れ

る

と
い

う
こ

と
は

断
じ

て

許
さ

れ

な
い

と

考
え

､

キ

ケ
ロ

一

に

お

い

て

は
､

三

価

値
で

は

な

く
､

ど
P

邑
日

日

と

巨
-

仲

の

二

つ

の

価
値
領
域
し
か

存
在
し

な
い

の

だ

と

述
べ

る
｡

ま

た

教
会
的
道
徳
体
系
に

お

い

て
､

い

わ

ゆ
る

四
つ

の

主
徳
の

も
つ

意
義
は

､

十
一

世

紀
以

来
キ

ケ

ロ

ー

の

著
作
が

再

望
戸

望
を

か

ち

え

た
こ

と

と

関
連
が

あ
る

と

い

う

見

解
(

テ

ー

ゼ

三
)

や
､

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

が

立

論
し

､

キ

ケ

ロ

ー

を

通
じ
て

中

世
に

伝
承
さ

れ
､

ア

ウ

ダ

ス

テ

ィ

ー

ヌ

ス

が

神
の

国
と

地
の

国

の

分

割
の

う

ち
に

包
含
尽

せ

た

と
こ

ろ
の

三

価
値
観
に

よ
っ

て
､

道
徳
神
学
と

道
徳
哲
学
の

分

離
が

決
定
し

た

と

い

う
解
釈
(

テ

ー

ゼ

四
)

に

対

し
て

は
､

哲
学
史
に

つ

い

て

の

無
知
を

暴

露
し

た

も

の

で
､

反
論
す
る

ま

で

も

な
い

と

し
て

い

る
｡

更
に

中
世

文

学

史

の

｢

宮
廷

道
徳
に

関
す
る

章
+

(
-

H

N
-

中
り

賢
e

H
巴
f
t

e
､

S

+
心

持
)

に

お

け
る

諸

概

念
の

み
い

ま
い

さ

を

批
難
し

た
の

ち
(

テ
ー

ゼ

八
､

､

中

編
∵
∵

-

′

ノ

九
)
､

｢

グ
ァ

ル

タ

ー

の

倫
理
の

根
砥
を

形

成

す
る

も

の

は
､

巨
?

畑3

旨
-

-

払

p

E
-

O
S

O

甘
F
-

p

の

三

つ

の

段
階
的
価
値

､

的
O
t

2
S

ぎ
ー

d
e

)

野
e

お

よ

び
i

昆
ぎ

U

F

g

∈
)

叶

で

あ

る

云

々
+

(

文

学

史
､

最
終
巻

､

二

五

〇

頁
､

テ
ー

ゼ

一

〇
)

が
､

テ

ー

ゼ

八

お

よ

び

九
に

お

け
る

g
O
t

e

功

F

已

計

･

が

｢

道

徳
神
学
+

に
､

他
の

二

つ
､

野
e

と

g

喜
t

が

｢

道
徳
哲

学
+

に

帰
属
す
る

と
い

う
主
張
と

矛
盾
す
る

こ

と

を

指
摘
し

､

騎

士
の

徳
目

体

系
の

実
体
は

ど

う
や

ら

そ
の

目

的
の

た

め
に

つ

く
り

出
さ

れ

た

術
語
の

組
織
的
な

悪

用
に

あ
る

よ

う
だ

と

結
論
す
る

｡

そ

し
て

《

呂
○
り

已
i

戸

m

ロ
○

的

2
P

吋

E
-

○

岩
p
け

5
コ

一

日
》

(

呂
口
付
F
.

と

略

す
)

の

意
義
を

弱
化
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

｢

徳

目

体

系
+

に

致
命
的
打
撃
を

与
え

よ

う
と

す
る

の

で

あ

る
｡

彼
は

キ

ケ

ロ

ー

の

義
務
論
が

､

ド

イ

ツ

の

騎
士

道
徳
に

移
入
さ

れ

る

過

程
に

お

い

て

橋

渡
し
の

役
割
を
に

な
っ

た

と

想

定
さ

れ

た
こ

の

ラ

テ

ン

語
の

作
品
に

関
す
る

新
し
い

研
究
成

果
､

就
中

J
･

フ

ル

ム

(

9
)

ベ

リ

や

1
･

R
･

ウ

ィ

リ

ア

ム

ズ

ら
に

よ
っ

て
■

新
た

に

解
明

さ

れ

た

諸

事
実
を

､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

な

ら

び

に

そ

の

+

派
が

等
閑
に

付

一

し
て

い

る

木
当
を

詰
り

､

こ

の

著
作
の

俗
称
の

一

つ
､

《

民
○

昌
】
-

払

吋

巳
-

○

琶
七

E
p

d
e

F
O
ロ
e

賢
O

e
t

ま
こ

蒜
(

エ

ー

リ

ス

マ

ン

は
こ

の

タ

イ

ト

ル

で

引

用
し

て

い

畠
)

か

ら
､

十
二

世

紀
に

《

呂
○

旨
-

や.

F

ご
○
∽

O

p

E
e

》

と
い

う
学
科
の

存
在
を

推
定
し

た

の

は
､

全

く
の

幻

想
に

す
ぎ

な

譲

.

,バ

ー
ト

や
1

▲



ゝ

ノ

と睾･

い

と

述
べ

る
｡

そ

し

て
､

こ

の

よ

う

な

虚

構
の

学

問
か

ら

｢

価

値
領
域
+

を

引

き

細
い

で

い

る

｢

徳

目

体

系
+

は

ナ

ン

セ

ン

ス

と
い

う
ほ

か

は

な

く
､

も

し
も

ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

(

W
e

昌
訂
り

さ
P

(

1 0
)

望

増
邑
○

丘

が

か

の

詞
華
集
を

ド

イ

ツ

語
に

翻
案
し

な

か

っ

た

と

し

た

ら
､

わ

れ

わ

れ

は

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

論
も
き

か

ず
に

す
ん

だ
の

で

は

あ
る

ま
い

か
､

と

さ

え

極
言
し
て

い

る
｡

か

よ

う
に

｢

徳
目

体
系
+

を

拒
否
し
た

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

は
､

体

系
の

根
幹
と

し
て

抽
出
さ

れ

た

g
｡
t

e

こ
｡

已

計
-
野
e

-
g

邑
の

ト

リ

ー

ア

ス

を
､

ヴ
ァ

ル

タ

ー

が

特
別

に

愛
好
し

た
《

N

旨
-

｡

n
払

唱
宇

(

1 1
)

O

F
e
》

の
一

つ

と

し
て

説
明

す
る

｡

彼
に

よ

れ

ば
､

グ
ァ

ル

タ

ー

は

相
互
に

関
連
す
る

も

の

を
､

二

つ
､

三

つ
､

四
つ

…
:
･

と
い

う
ふ

う
に

数
え

あ

げ

な
が

ら

対

比
さ

せ

る

手
法
を

好
ん

で

用
い

る
｡

一

種
の

数
え

歌
の

よ

う
な

も

の

で

あ

る

が
､

な

か

で

も

古

来
｢

よ

い

数
+

と

さ

れ

て

い

る

｢

三
+

が

愛
好
さ

れ

た

の

は

当

然
で

､

N

亡
‖
h

こ
岸
中

N

急
n

仁
n
P

e

旨
e

ユ
r

p
N

巴
口

已
r

呈

の

よ

う
な

数

式
を
つ

く
る

こ

と
さ

え

あ

る
｡

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

ほ
二

十
ほ

ど
の

例

を

あ

げ
､

グ
ァ

ル

タ

ー

理

解
に

お

け
る

N
P

E
e

β
∽

唱
喜
F

の

重

要

性
を

強
調
七

た

の

ち
､

か

の

有
名
な

‥
昌
巴

…
W
e
i

s

巨
賢
か

㌢
一

言
⊇
計

讐
○

ミ
臣
N

巴
0

打
e

e

訂

賀
計

…
C

F

邑
e

ロ

t

喜
t

‥

＼

臣
N

賢

旨
e

-

賢

笥
什

袋

ぎ
ー

阜
＼

計
り

宴
1

e

訂
1

き
2

蒜
巳
年
P

も
､

ヴ
ァ

ル

払
タ

一

に

頻
出
す
る

い

と

主

張
す
る

｡

(

1 2
)

《

G

巨
①

ユ
e

ゴ
ー

p

諾
》

ヰ
ー

キ
♪

N

旨
-

e

づ

苫
旨
｡

F
e

の

任
意
の

一

つ

に

す

ぎ

な

彼
に

よ

れ

ば
､

こ

の

ト

リ

ー

ア

ス

も
い

わ

ゆ

る

以

上
の

何
も
の

で

も

な

く
､

こ

れ

を
プ
ァ

ル

タ

ー

の

｢

徳
目

体

系
+

の

根
抵
と

見
る

の

は
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

に

よ

っ

て

で

っ

ち

あ

げ

ら

れ
た

､

か

の

三

つ

の

｢

価
値
領
域
+

を

も
つ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

｢

道

徳
哲
学
+

の

ま

ぼ

ろ

し
に

迷
わ

さ

れ

て

い

る

も
の

で
､

お

そ

ら

く

騎
士
の

｢

徳
目
体
系
+

な
る

も
の

は
､

｢

体
系
+

で

は

な

か

っ

た
｡

む

し

ろ
､

騎
士
の

エ

ー

ト
ス

の

魅
力
を

つ

く
っ

て

い

る

の

は
､

あ
る

い

は

親
近
の

､

あ

る

い

は

相
反

す
る

種
々

の

理

想
間
の

シ

ュ
ー

ワ

ニ

ー

ベ

ン

浮

動
に

ほ

か

な

ら
ぬ

､

と

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

は

説
く
の

で

あ
る

｡

(

7
)

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

は

そ

の

証
左

と
し

て
､

ド

イ

ツ

に

｢
e

呂
O

y
e

P

A
的
e

-

哲

已
. -

呂
e

巴
e

づ
P
-

r

呂
e

巴
仁

m

A
e

≦
-

巨
)

S

p
e

2
-

日

日

の

よ

う

な

中

世

全

体
の

研

究
の

た

め
に

献
げ

ら

れ

た

学
術

麓

詩
の

な

い

こ

と

を

あ

げ
､

申

せ

研

究
者
の

た

め

の

共
通
の

広

場
へ

二
の

要
求
す
ら

な
い

と

嘆
い

て

い

る
㊤

(

8
)

｢

た

だ
一

回

き

り
+

と
い

う
の

は

C
･

A
訂
e

き

の

校
本
の

索
引

に

ょ
っ

た

も

の

で
､

正

し

く

な
い

｡

田
P

2
2

仁

m
P
ロ

ロ

の

調

査

に

ょ

れ

ば
､

書
目
日
日

目

す
U

n

白

日

は

本

文

中
五

カ

所
に

見

出
さ

れ

る
｡

(

9
)

甘
ど
一

戸

宅
≡

小

P

2
功

､

→
F
e

A

ま
ど
謡
E
p

O

:
訂
呂
｡

軍

-

ど
目

口
O

g

ロ
p

吋

E
-

○
∽

O
H

首
0

2
日

ふ
官
○

已
仁

日
】

言
】

･

か

(

-

巴
-

)
､

写

笥
N

上
-

-
･

な
お

最
近
で

は
､

ロ

冒
r

訂
･

諾

の

研

究
が

高
し

7

評
価
さ

れ
て

い

る

(

鞋
19

参
照
)

｡

ス

ウ

干
-

デ
ン

の

ゲ

ル

マ

ニ

ス

朗



下
､

フ

ル

ム

ペ

リ

の

研
究
に

つ

い

て

は

註

(

6
)

を

見
よ

｡

(

1 0
)

ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

の

詩
(

-

-

冒
＼

∞

○
)

は

不

完
全
な

二

種
の

写

本
A

と

断

片
B

に

よ

っ

て

伝

え

ら

れ
て

い

る
｡

厳
密

な

校

訂

本
が

準

備
中

と

き
い

て

い

る

が
､

古

く
は

N

琵
A

.

B
d

.

ヰ

(

-

∞

宝
)

S
.

N

∞

串

-
山

一

叫

に

H
･

H
O

鞄

2
P

ロ

n

く
･

勺

巴
-

e

謡
-

e

訂
口

校
訂
の

写

本

A

が

収

め

ら

れ

て

い

る
｡

(

1 1
)

《

N

巴
F
-

e

n
∽

唱
ぎ
訂
》

に

つ

い

て

は

別
に

『

ヨ

一

口

プ

パ

文

学
と

ラ

テ
ン

語

中

世
』

の

中
に

論

考
が

あ

る

(

出
汁
打

喜
∽

舛
<
H

.

五

〇

一

-
五

〇

四

頁
)

｡

(

1 2
)

C
p

ユ
+

司
e

1

日
P

ロ

の

用
語

｡

>

稀+

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

批

判
に

対

す
る

反
響
は

､

す
ぐ
に

は

活
字
に

な
っ

て

あ

ら

わ

れ

な

か
っ

た
｡

あ

た
か

も

第
二

次
世

界
大

戦
に

お

け
る

ド

イ

ツ

敗
北

前
後
の

難
難
の

と

き
に

あ

た

り
､

学
術

凝
誌
の

休
刊
が

相
つ

ぎ
､

一

九

四

四

年
に

書
か

れ

た

と
い

う
ヴ
ュ

ン

ツ

ラ

フ

=

エ

ア

ゲ
ベ

ル

ト

と
マ

ウ

ラ

ー

の

論
稿
も

五

年
後
に

な
っ

て

よ

う
や

く

日
の

目

を

見
た
の

で

あ

る
｡

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

論
文
は

､

一

足
先

き

に
､

彼
の

モ

ニ

ュ

メ

ン

タ

ル

な

著
書
に

収
め

ら

れ
､

ス

イ
ス

か

ら

刊
行
さ

れ

た
が

､

再
録
に

あ

た
っ

て
､

彼
の

｢

徳
目

体

系
+

批
判
に

対

し
て

ゲ
ル

マ

ニ

ス

ト

側
か

ら
の

琴
盲
が

き

か

れ

な

い

の

を

遺
憾
と

す
る

皆
の

前
書
き
が

付
せ

ら
れ

た
｡

最
近

に

お

け

る

中
世
ラ

テ

ン

語
文
学
研
究
の

最
も

す
ぐ
れ

た

業

績
と

称
せ

ら

れ

βウ
J

る

『

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
世

と
ラ

テ

ン

語
中
世
』

の

出

版
､

そ

し
て

学

術
諸
雑
誌
の

復
刊

｡

か

く
し

て
一

九
四

九

年
以

降
､

ウ

ル

テ

イ

ク

ス

へ

の

書
評
と

と

も
に

､

ク

ル

テ

イ

ク

ス

の

問
題
提
起
に

刺
戟
さ

れ

た

論
考
が

､

続
々

と

わ

れ

わ

れ

の

目
に

と

び

こ

ん

で

く
る

の

で

あ
る

｡

次
に

､

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

に

関

す
る

､

私
の

目
に

ふ

れ

た

限
り
の

論
文
を

列

挙
し

て
､

ク

ル

テ

ィ

ウ
ス

論
文
の

反

響
を

瞥

見
す
る

こ

と

と
し

た
い

｡

一

九

四

九

年
､

D
■0

ま
仏

旨
e

≦
e

→
t
e

十

す

ぎ
宏

旨
]

已
t

誌
(

第
二

十

三

巻
､

第
二
･

三

合

併

号
)

は
､

第
二

十
一

巻
第
四

号
の

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

論
文
に

こ

た

え
る

た

め

に
､

次
の

三

芳
の

論
稿
を

掲
載
し

た
｡

H
句
.

W
e

β
t

N
-

p
b

T

H
g
的
e

け

示

ユ
‥

声
-

t
t

e

ユ
ー

O

F
e

P
e

す
0

日
S

-

e

F
→

e

仁

ロ
ー

甲
ロ
t

芹
e

E
t

E
打

■
(

二

五

二

-
二

七

三

頁
)

､

臼
句
り
.

呂
P

弓
e

り
‥

口

髭

ユ
t
t

e

ユ
ー

○

オ
b

→
仁
g
e

ロ
血

払

y

賢
e

日
(

二

七

四

-
二

八

五

頁
)

､

白
H
.

Z
p

宇

目
甲
ロ

n
‥

H
p

ユ
日
p

日
日

七

d
ロ

A
占
e

亡
β
P

C
-

O

e

3
～

(

二

八

五

-
二

八

七

頁
)

更
に

マ

ウ

ラ

ー

は

第
二

十

四

巻
(

一

九
五

〇

年
､

五

二

六

1
五
二

九

頁
)

に

お

い

て
､

再
び

同

じ

問
題
を

と

り

あ

げ

た
(
仙

ど
2

㌔
芋

t

e

ユ
ー

O

F
e

ロ

→
白
粥
e

n

d
s

l 一

読
t
e

日
｡

)

｡

神
秘
主

義
と

十

字
軍
文

学
に

造

詣
の

深
い

ヴ
ュ

ン

ツ

ラ

フ

=

エ

〉
ザ

護
一

1
t
.

き

■一

l

′

譲

▲

r
←

や
､



ゆ る 『騎士 の 徳 目体 系』 に 関す る 覚書ヽ-1
Y

+
り

′

と単一

書

一

て
…

+
+

鎚

｢

′

蜜

ッ

ゲ
ベ

ル

ト

は
､

巨

匠
エ

ー

リ

ス

マ

ン

が

迷

路
に

踏

み

込

ん

だ

の

を

見
る

の

は
､

す
べ

て

の

ゲ

ル

マ

ニ

ス

ト

に

と
っ

て

ま
こ

と
に

つ

ら
い

こ

と
で

は
あ

る

け
れ

ど

も
､

騎
士
の

徳
目

体

系
に

関
す
る

彼
の

学
説
が

､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

に

よ
っ

て

否
定
さ

れ

た
こ

と
は

認

め
ざ

る

を

得
な
い

と

述
べ

た

の

ち
､

こ

の

是

正

は

あ

く

ま

で

も

｢

体
系
+

の

受
容
に

の

み

限

ら

れ

る

べ

き
で

あ
っ

て
､

宮
廷

文

学

研
究
に

お

け
る

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

数

多
く
の

業
績
は

依
然
と

し

て

通
用

す
る

こ

と

を

強
調
し

､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

と

ゲ
ル

マ

エ

ス

テ

ィ

ク

の

名

誉
の

た

め

に

弁
じ
て

い

る
｡

そ

し
て

倫
理

的
価
値
の

合
理

的
な

体
系
化
よ

り

も
､

生

活
さ

れ

た

現
実
の

直
接
的
解
釈
が

重

要

で

あ

る

と

説
き

､

騎
士

階
級
の

い

わ

ゆ
る
《

→
■

･

長
e

邑
項
の
t

e

2
》

を
､

《

｢
e

訂
n
s
-

e

ど
e

》

と

置
き

換
え

よ

う
と

試
み

て

い

る
｡

中
世
文

学
な

ら

び

に

語
史
の

分

野
に

幅
広
い

活
躍
を

続
け
て

い

る

マ

ウ

ラ

ー

も

ま

た
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

が

｢

徳
自
体

系
+

の

導
出

と

分

類
に

お

い

て

重

大

な

誤
り

を

犯
し

た
こ

と
､

そ

し
て

2
0

旨
･

-

諒

t

F
e

O
-

O
g

小

p

と

巨
○
り

巳
-

払

サ

E
-

0
の

○
】

首
-

P

の

区

分
が

誤
解
で

あ
る

こ

と

を

認
め

な

が

ら
､

い

わ

ゆ
る

｢

騎
士

の

徳
目

体

系
+

の

観
念

が
､

ド

イ

ツ

騎
士

文
学
に

お
い

て

決
し

て

幻

想
で

は

な
い

所

以

を
､

特
に

プ
ァ

ル

タ

ー

の

作
品

∞
-

一

声

に

つ

い

て
､

証
明

し
ょ

う

試
み

て

い

る
｡

(

旭
)

か

く

し
て

論
争
の

火

蓋
は

切

ら

れ

た
の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

著
名

な
ロ

マ

ニ

ス

ト

の

批
判
ほ

ゲ
ル

マ

ニ

ス

ト

の

問
に

微
妙
な

反
応
を

惹
き

起
こ

し

た
｡

ヴ
ェ

ー

ル

リ

ー

(

冒
･

W
e

ビ

ュ
こ
(

N
f

d

A
.

せ
P
(

羊

-

設
○

}

∽
･

叩
こ

は
､

ク

ル

テ

イ

ク

ス

の

批
判
を

､

｢

拘
束
的
な

神
話

か

ら
の

解
放
+

と

た

た

え

た
｡

ま

た
､

ニ

ー

ベ

ル

ン

ゲ

ン

リ

ー

ト

の

研
究
家
と
し

て

令
名
の

高
い

パ

ン

ツ
ェ

ル

(

句
一

対
p

日

誌
ユ

も
､

『

盲

-

ロ

ッ

パ

文
学
と
ラ

テ

ン

語
中
世
』

の

書
評
の

中
で

､

こ

の

問

題
に

触
れ

､

｢

ド

イ

ツ

騎
士

文

学
を

論
ず
る

際
､

筆
者
の

よ

う
に

､

例
の

体

系
を

用
い

た

く

な

か
っ

た

者
に

と
っ

て
､

こ

れ

は

ま

さ

し

く
一

つ

の

解
放
を

意
味
す
る
+

と

賛
同
を

表

明

し

た

(

H
-

賢
じ

手

芸
F
e

N
e
-

訂
O

F
]

已
t

､

せ

P
-

さ
一

茂
○

､

抑
-

-

い

)

｡

し

か

し
､

エ

ー

ド

ア

ル

ト
･

ノ

イ

マ

ン

(

出
d

一

之
e

百

日
戸
口

ロ
ー

0
0

→

野
蒜

-

七

日

目
こ

d

監

ユ
t
t

e

り

亡
○

訂
→

点
e

n

計
篭

t

e

日
:

こ
ロ
‥

E

旨
e

年
0

→

く
e

蒜
呂
g
e

n

訂
耳

内
P

ユ

H
e
-

字
句
e
の

t

岩
F
]

已
t

こ
設
-

-

S
.

-

い

¶

-
-

い

ぃ

)

は

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

テ

ー

ゼ

を

具
に

検
討
し

､

文
献
学
的
方
法
を

駆
使
し
て

､

こ

れ
に

徹
底
的
な

批
判
を

加

え

た
｡

彼
は
ク

ル

テ

ィ

ゥ
ス

に

少
な
か

ら
ぬ

数
に

上

る

重

大

な

誤
謬
を

指
摘
し

､

批
判
者

が
､

｢

体

系
+

の

正

し
い

理

解
を

可
能
な

ら

し
め

る

論
文
の

重

大

部

分
を

無
視
し
て

い

る

の

を

責
め

､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

全
面

的
な

擁

護
に

藩
虚
し

て

い

る

の

ほ

港
目

す
べ

き
で

あ
る

｡

ノ

イ
マ

ン

は

更

細



く

な
サ

た
｡

A

眉
P

-

e

ロ
几

軒

計

旨
｡

訂
ロ

㌣

訂

邑
弓
(

一

九

五
一

年
)

炒
っ

J

の

シ

ュ

タ

ウ

フ

ェ

ン

時
代
の

騎
士

文

学
の

項
を

担

当

し

た

ハ

ン

ス

●

タ

ー

ン

(

ロ

内
仁

F

ロ
‖

S
t

a
亡

哲
O

F
e

担
r

t
t

e

a
ど

ぎ
声
ロ

g
)

は
､

｢

体
系
+

の

存
在
を

否
定

し
て

い

な
い

が
､

ド
ゥ

･

ボ

ー

ア

(

H
e
-

･

日

已

計

U
0
0

コ

G
e

琶
E
O

E
e

P
①

→

P
O

ま
琶
F
e

n

P
訂
e
→

p
t

声
1

-

出

P

H

H

こ

盗
-

叶

-

J

は
､

｢

体

系
+

を

認
め

ず
､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

説
を

支
持
し

て

い

る
｡

し
か

し
､

他
の

点
に

お

い

て

は
エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

見
解
に

正

し

さ

を

見

出
し
て

い

る
｡

ヴ
ァ

プ

ネ

フ

ス

キ

ー

(

吋
･

弓
p

勺
n
e

真
打
ご

O
e

巨
岩
F
e

E
訂
岩
t

弓

計
の

営
口
t

邑
已
t

e

誘

こ
諜
○

)

抑

∽

N

{
.

)

も

ま

た

｢

徳
目

体

系
+

に

は

批
判

的
の

よ

う
で

あ

る
｡

試

み

に

『

ア

モ

ン

』

(

ロ

A
日

日
○

ロ
‥

ロ
e

已
s
O

訂

E
t
e

岩
t

弓
g
e
払

C

F
T

O

F
t

e

許
可
→

品
e

ロ

戸
口

P

A

邑
弓
○

き
出

P
-

､

-

巴
∞

･

)

を

播
く

と
､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

エ

ー

リ

ス

マ

ン

批
判
に

つ

い

て
､

｢

し
か

し

な
が

ら
､

最
近

数
年
問
の

論
争
は

､

多
く
の

点
に

お

い

て
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

見
解
の

正

し
か
っ

た

こ

と

を

証
明

し

た
+

と

説
明
し

て

い

る
｡

以

上
の

管
見
に

よ
っ

て

も

分
か

る

よ

う
に

､

こ

の

間
題
の

最
終

的
解

決
は

､

な
お

今
後
に

残
さ

れ

て

い

る

が
､

次

に
､

諸

家
の

見

解
を

た

よ

り

に
､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

に

よ

っ

て

提
起
さ

れ

た

い

く
つ

か

の

問
題
点
に

つ

い

て
､

少
し

く

考
え
て

み

た

い
｡

(

1 3
)

ロ

内
亡
ド
ロ

ー

N

仁

日

日
e

焉
日

野
-

良

三
n

呂
-

t

邑
巳
t

e

→
)

ロ
く
ナ

濾

ノ

穣
一｢

ヽ



:
ノ■ゞり 三

『藩士 ゐ徳目廃兵』･ に 関す る 覚書■
る

ー
ゆ

∵

わヽ

･㌣
､

＼
l

ノ
蕗.

(

Y

′
-

い

ぃ

'

■紆

､

ム

ー

払

軒
′

思
.

窒
(

-

£
○

)
-

払
.

小

声
A
ロ

芦
N

参

隈
｡

五

H

騎
士

倫
理

と

古

典
古
代
と
の

関
連
に

つ

い

て
｡

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

は

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

を

古
典
古
代
か

ら

導

き

出
し

た
エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

試
み

を
《

P

訂
弓
豊

と

し

て

拒

否

し
､

た
｡

彼
の

反
証
の

二
､

三

の

例
は

さ

き
に

紹
介
し

た

が
､

彼
の

論

拠
そ
の

も
の

に

も

疑
問
を

さ

し

は
さ

む

余
地
が

あ
る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

キ

ケ

ロ

ー

が

『

義
務
に

つ

い

て
』

に

お

い

て

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

と

結
び

つ

く
と
い

う
見

解
を

､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

は
一

笑
に

付

し

た
｡

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

い

う
よ

う
に

､

キ

ケ
ロ

ー

の

書
が

主

と

し

て

ス

ト

ア

派
の

バ

ナ

イ

テ

ィ

オ

ス

に

依
拠
し
て

書
か

れ

た

こ

と

は
､

キ

ケ
ロ

ー

自
ら

作
中
に

述
べ

て

い

る

と
こ

ろ
で

あ

り
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

も

十

分
こ

れ

を

承

知
し

て

い

た
で

あ

ろ

う
｡

そ

し

て

こ

の

ス

ト

ア

学
者
が

プ

ラ

ト

ー

ン

と

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

の

著
名

な

讃

美
着
で

あ
っ

た
こ

と

も
､

哲
学
史
の

常
識
で

あ

ろ

う
｡

『

義

務
に

つ

い

て
』

の

中
に

は

プ

ラ

ト

ー

ン

や

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

が

し

ば

し

ば

引

き

合
い
.

に

出
さ

れ

て

い

る

し
､

ま

た

例
え

ば
､

ぎ
n

岳

已
1

)

ぎ
n

忘
○

ど
訂

の

語
は

､

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

が

『

政

治
論
』

に

お

い

て

考
え

た
よ

う
な

区

別
を

キ

ケ
ロ

ー

が

は
っ

き

り

考
え

て

(

1 4
)

い

た

か

ど

う
か

は

問
題
だ

と

し

て

も
､

ア

リ

ス

ト

テ
レ

ー

ス

の

影

響
を

否
定

す
る

こ

と
で

き

な
い

の

で

は

あ

る

ま
い

か
｡

キ

ケ

ロ

ー

の

『

国
家
論
』

(

ロ
e

河
e

雪
ト

♂

F
O

a
)

が

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

の

初

期

の

論
文

『

正

義
論
』

(

訂
息

む
へ

…
へ

Q

q

ぎ
き

を

手

本
と

し

た

と

推
定

(

1 5
)

さ

れ

る

よ

う
に

､

『

義
務
に

つ

い

て
』

に

お

い

て

ア

リ

ス

ト

テ

レ

ー

ス

を

思
い

浮
べ

る

の

は
､

そ

れ

ほ

ど

《

訂
t

已
》

な
こ

と
で

は

な

い

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

ま

た

テ

ー

ゼ
一

に

対

す
る

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

反
論
は

､

『

義
務
に

つ

い

て
』

の

構
成
か

ら

も

納
得
で

き
る

が
､

し
か

し

キ

ケ

ロ

ー

は
､

｢

最

高

善
+

(

書
目
日
日

日

ぎ
n

戸

ロ
)

の

概

念
を

拒
否
し

て

い

る

の

で

は

な

く
､

義
務
観
念
を

歪

曲
す
る

よ

う

な

最
高
善
の

誤
っ

た

概
念
観
に

反

対

し
､

た

だ
こ

の

こ

と

が

ら

は

(

1 6
)

,

｢

余
り
に

も

自
明
で

改
め
て

論
ず
る

ま
で

も

な
い
+

と

し

て

い

る

の

で

あ
る

｡

勿
論

､

キ

ケ

ロ

一

に

と
っ

て

は
､

｢

ど
ロ
e
払
t

日

日

こ

そ

そ
れ

自
身
の

た

め

に

求
め

る

価
値
あ
る

唯
一

の

も
の

､

あ

る

い

は

(

17
)

第
一

に

求
む
べ

き
も

の
+

で

あ
っ

た
が

､

そ

れ

は

彼
に

道
徳
的
価

値
界
の

三

区

分
が

知
ら
れ

て

い

な
い

こ

と

を

意
味
し

な
い

｡

中
世

は
､

こ

こ

で

詳
論
さ

れ

な

か
っ

た

書
目
日
仁

m
す
O

n

白

日

を

引
き
つ

い

で
､

こ

れ

に

キ

リ

ス

ト

教
の

｢

神
+

の

概
念
を

置
い

た

の

で

あ

る
｡

テ

ー

ゼ

三

へ

の

批

判
に

対

し
て

は
､

レ

イ

ス

ト

ナ

ー

の

書
評

一
.

⊥

か

ら

反
証
を

見
出
す
こ

と

が

で

き
る

｡

中
世
の

図

書
館
の

カ

タ

ロ

詑



.
グ

は
､

古
典
古
代
特
に

キ

ケ

ロ

ー

が

十
一

･

二

世
紀
に

い

か

に

生

(

1 8
)

き

続
け
て

い

た
か

､

を

如
実
に

示
し

て

く

れ

る

の

で

あ

る
｡

ラ

テ

ン

作
家
の

詞
華
集
《

呂
0
勺
F
》

に

は
キ

ケ
ロ

ー

の

『

義
務
に

つ

い

て
』

.
か

ら
の

引
用
が

一

六
五

に

も
上

り
､

キ

ケ
ロ

ー

の

影

響
歴
然

(

1 9
)

た

る

も
の

が

あ
る

が
､

四
つ

の

主

徳
が

こ

こ

で

は

ぎ
〉

ロ
e

賢
日

日

に

賂
拝
さ

れ
､

他
の

諸

徳
は

そ

の

下

位
に

置
か

れ
､

編

者
独

特
の

定

義
に

計
っ

て

相
互
に

関
係
づ

け

ら
れ

て

い

る
｡

そ

し

て

キ

ケ
ロ

ー

か

ら

引
き

継
が

れ

た

枠
は

､

盛
期
ス

コ

ラ

哲
学
の

徳
論
に

ぁ

け
る

(

2 0
)

ほ

ど
強
く
は

打
ち

出
さ

れ

て

い

な
い

に

し

ろ
､

こ

こ

に
一

層
組

織

”

化

さ

れ
､

一

つ

の

徳
目

体

系
に

つ

く
り

あ

げ
ら

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

ク

ル

テ

イ

ク

ス

ほ
エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

《

呂
D
吋

F
》

解
釈
に

対

し

て
､

最
も

激
し
い

攻
撃
を

搭
び

せ

て

い

る

が
､

ノ

イ
マ

ン

は
ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

誤

解
を

一

々

訂
正

し
､

｢

騎
士
の

徳
目

体
系
+

の

屋

台
骨
を

採
ろ

う
と

し
■
た

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

す
べ

て

の

企
て

が
､

結

局
成
功
し

な
か
っ

た
こ

と

を

強
調
し
て

い

る
｡

ま

た
､

助

祭
ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

に

つ

い

て
､

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

は
､

も

し

彼
が

《

呂
0
吋

F
》

を

翻
案
し

な
か
っ

た

ら
､

■
わ

れ

わ

れ

は

｢

騎
士
の

徳
目

体
系
+

に

つ

い

て

何
ら

き

く
こ

と

が

な
か

っ

た
の

で

は

な
い

か
､

.
と
い

う

疑

問
を

提
出
し

て

い

る

が
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

｢

騎
士
の

徳
目
体

系

論
+

に

お

い

て
､

こ

の

よ

う
に

ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

の

担
っ

た

役
割
を

､

､
▲

で
一

席
り

套

｢

ノ

′

過
大
に

評
価
す
る

の

は
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

を

正

七

く

理

解
し
て

い

淵

な
い

と
い

う
ぺ

き
で

あ

ろ

う
｡

エ

ー

リ

ス

マ

ン

は
こ

の

｢

あ
ま

り

(

2 1
)

巧
み

と

は
･
い

え

な
い
+

ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

の

翻
案
に

つ

い

て

は
､

た

(

2 2
)

だ

付

随
的
に

言
及

し
て

い

る

に

過
ぎ

な
い

か

ら

で

あ

る
｡

上

に

述
べ

た

と
こ

ろ
か

ら
､

わ

れ
わ

れ

は

ク

ル

テ

ィ

ウ

ス

の

批

判
が

､

徳
巨

体

系
の

歴
史
的
分

析
に

お

い

て
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

説

を

根
低
か

ら

覆
す
に

は

十

分
で

な
い

こ

と

を

知
る

で

あ

ろ

う
｡

た

し

か

に
エ

ー

リ

ス

マ

ン

は

騎
士

倫
理

が

古
典
古
代
と

何
ら

か

の

歴

史
的
連
続
性
を

保
っ

て

い

る

こ

と

を

信
じ

て

は
い

た

が
､

決
し
て

(

2 3
)

｢

中
世
の

教
育
理

想
に

対

す
る

古
典
古
代
の

圧

倒
的
な
影

響
+

を

説
い

て

は
い

な
い

｡

と

も

あ
れ

､

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

の

起
蔽
を

古
典
古

代
に

求
め

､

そ

の

連
続
性
を

歴
史

的
に

あ

と

づ

け

る

に

は
､

な

お

多
く
の

精
緻
な

個
別

研
究
の

成
果
を

重
ね

な
け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

ク

ル

テ

ィ

ウ
ス

の

提
唱
す
る

中

世

諸

学
の

緊
密
な

共

同

作
業
が

要
請
さ

れ

る

所
以
で

あ
る

｡

た
だ

こ

こ

で
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

の

｢

体

系
+

が
､

達
成
さ

れ

た

既
成
の

も
の

で

は
.

な

く
､

道
徳
生

活
に

お

け

る

努
力
の

目

標
で

あ

り
､

そ
こ

へ

の

道
標
で

あ

り
､

い

わ

ば

理

想
像
と

し
て

理

解
さ

れ

る
ぺ

き
こ

と
を

確
認

し
て

お

か

な

け
れ

ば

な
ら

な
い

｡

ヴ
ュ

ン

ツ

ラ

フ

=
エ

γ

ゲ
ベ

ル

ト

は

《

F
e
･

宮
口

監
守
e

》

を

も
っ

て

こ

れ

に

代
え

る

こ

と

を

提
案
し

､

ド
ゥ

･

藩

璃
丁

､
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1

1
■

▲
'

･
拳

粁

-

ア

は

宮

廷

的

な

温

度
は

｢

体

系
+

で

は

な

く
､

《

の
e

∽
t

P
-

t
》

で

あ
る

と

説
く

｡

い

ず
れ

に

し

ろ
､

エ

ー

リ

ス

マ

ン

が

｢

徳
目
体

系
+

と

呼
び

､

ク

ル

テ

イ

ク
､

ス

が

そ

の

存
在
を

否
認
し

た

と
こ

ろ
の

も

の

は
､

騎
士

文
学
の

い

た
る

と
こ

ろ
に

実
在
す
る

の

で

あ
る

｡

肖
g
O
t

e

∽

ど
ー

d
e

}

野
e

)

的

宕
t

こ

の

ト

リ

ー

ア

ス

か

ら
エ

ー

リ

ス

マ

ン

は

｢

騎

士

の

徳

目

体

系
+

を

よ

み

と
っ

た

の

で

あ
っ

た

が
､

果

し

て

そ

れ

は

騎
士

の

倫
理

な

ど
と

は

何
の

関
係
も

な
い

､

単
な
る

数
の

遊
び

に

過
ぎ

な

い

も
の

で

あ

ろ

う
か

｡

プ
ァ

ル

タ

ー

の

文

学
に

お

け
る

い

わ

ゆ
る

《

N
P

E
2

日

8
旨
c

訂
》

の

実
証

は
､

ヴ
ァ

ル

タ

ー

研
究
に

一

つ

の

示

唆
を

与

え
る

も
の

で

あ
る

が
､

し

か

し

グ
ァ

ル

タ

ー

の

例
の

詩
に

あ

ら

わ

れ

た

腎
e

-
5
P

昌
計
g

ロ
O
t

-
笥

t

e
功

ど
一

計

は
､

マ

ウ

ラ

ー

が

わ

れ

わ

れ

の

さ

き
に

引
用

し
た

詩
節
(

∞
､

斗

-
N

O

に

続
く
二

つ

の

シ

ュ

ト
ロ

ー

フ

ユ

と
の

関
連
に

お

い

て

行
な
っ

た

綿

密
精
緻
な

解
釈
が

教
え

る

よ

う
に

､

騎
士

生

活
の

理

想
を

あ

ら

わ

す
も
の

で

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

そ

れ

が

単
な
る

数
の

遊
戯
で

な
い

何
よ

り

の

証

拠
に

は
､

シ

ュ

タ

ウ

フ

ェ

ン

古
典
期
の

詩
人
た

ち
の

作
品
の

中
で

､

わ

れ

わ

れ

は
い

た
る

と
こ

ろ
こ

の

ト

リ

ー

ア

ス

に

出
会
う

(

2 4
)

の

で

あ
る

｡

例
え

ば
､

ハ

ル

ト
マ

ン

の

『

哀
れ

な
ハ

イ

ン

リ

ヒ
』

に

ほ
､

■
神
の

恩
寵
に

よ

る

贈
物
と

し
て

野
e

と

g

仁
O
t

を

所

有
す

叡

ヰ
1

吋
･ ト

る

こ

と
が

大

事
で

あ
る

と

説
か

れ

て

い

る

し
､

ま

た

フ

ラ

イ

ダ
ン

ク

の

『

分

別

集
』

(

句

邑
d

賀
打

〉

ロ
e
∽

○

ど
一

計
n

F
e
-

t
-

串
N
N

)

に

は
､

g

声
O

t

亡
ロ

ト

野
e

筈
-

e

F

2
甲
ロ

け

古
j

P

g
e

ロ

亡

ロ
ト

(

ど
P

F

g
O
t

ど

巴
日
e

F
e

H

琵
ロ

t

昌
g
e

P

と

処
世
の

叡
智
が

歌
わ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

ヴ
ァ

ル

タ

ー

が

か

の

ト

リ

ー

ア

ス

に

象
徴
し

た

世

界
は

､

実
に

騎
士

文

学
に

お

け
る

生

活
倫
理
の

中
核
を

形
づ

く
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

■
そ

れ

は

任

意

的
､

可
変
的
な
も
の

で

は

な

く
､

固
定

的
な

､

絶
対

拘
束
的
な

も

の

で

あ
る

｡

そ

れ

は

価
値
の

一

般
に

承
認
せ

ら
れ

た

秩
序
を

あ

ら

わ

す
も
の

で

あ
る

｡

ハ

イ
ン

リ

ヒ

も
パ

ル

ツ

ィ

プ
ァ

ル

も
､

彼
ら

が

毀
損
し

た
こ

の

秩
序
を

回

復
す
る

こ

と
に

よ

っ

て
､

神
と
の

関

係
を

取
り

戻
し

､

人
生

の

冠
を

獲
得
す
る

の

で

あ
る
｡

エ

ー

リ

ス

マ

ン

が

宮
廷

的
倫
理

に

古
典
古
代
か

ら
の

伝

承
と

し

て

三

つ

の

段
階
的
な
カ

テ

ゴ

リ

ー

を

見
た

の

は
正

し
か

っ

た
｡

し

･

か

し
こ

の

三

つ

は

中

世
の

二

元
論
的
視
点
か

ら
､

絶
対

価
値
な
る

神
(

的
○

訂
¢

F

已

計
)

と
､

精
々

相
対

的
な

価
値
を

有
す
る

野
e

一
と

g

占
O
t
､

す
な

わ

ち

世

俗
(

計
1

宅
¢

芹
F

已

計
)

と

に

二

大
別

さ

れ

る
｡

騎
士

詩
人

た

ち

は

道
徳
的
生

酒
の

理

想

と

し

て

神
と

世

俗
の

合
一

を

説
い

た
｡

し
か

も

そ

れ

は

プ
ァ

ル

タ

ー

の

詩
が

示

す
よ

う
に

､

3

神
の

恩
寵
を

最
上

位
に

お

く

段
階
的

価
値
の

せ

界
で

あ
っ

た
｡

マ

郎
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こ

嶺第一･
‾
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頭
ム

宅

ぷ‾

至霹‥

も
々

ゝ
な

■ヾ軍讃
上

.
寸

･マ

ヨ
三芯

々

-‾室

あ に : が ネ‾‾‾
(

ヂ̀

■
態′

■J

幹

戸i

0

波 たぎ
′

皇;

苧1 呂 望
遠

召還誓左

(

2 1
)

エ

ー

リ

ス

マ

ン

論
文

一

四
六

頁
｡

(

2 2
)

日
日

冒
打
e

､

N

琵
A
.

ロ

P

∞

∞
}

S
.

山

p

《

F
O

β
e

S
t

仁

ヨ

e
t

ま
こ
e

》

を

《

野
e

仁

n

中

耳
仁

巨
e
》

と

訳

し
た

こ

と

に

よ
っ

て
､

ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

を

｢

騎
士
の

徳
目

体

系
+

の
L

父
の

ご

と

く

扱
う
の

は

正

し

く

な
い

で

あ

ろ

う
｡

彼
に

お

け

る

《

腎
e

仁
n

d

音
声

m
e

》

は
､

キ

ケ

ロ

ー

や

《

呂
D
吋

F
》

に

お

け

る

《

F
O

n
e
の

t

仁

m
.

e
t

ま
こ
e

》

と

全

く

同

じ
で

は

な
い

｡

彼
は

野
e

を

か

な

り

広
義
に

用
い

て

い

る
｡

ブ
ム

ケ
の

研
究
に

よ

れ

ば
､

ヴ
ュ

ル

ン

ヘ

ル

は

《

呂
口
勺
F
》

に

お

け
る

徳
目
体

系
を

無
視

し
､

《
→

e

F
叶

)

ヨ
ー

ー

t

e

も
t

担
t

e
-

目
許
e

》

を

君

主

道

徳
の

主

要
テ

ー

マ

と

し
て

選
び

､

そ

の

も

と

に

千
二

百
の

詩
句

を

再

構
成
し

て

い

る
｡

こ

の

四

つ

の

フ

ァ

ク

タ

ー

は

ト

ー

マ

ジ

ー

ン

に

も

見
ら

れ

る
｡

ド
ゥ

ボ

ー

ア
､

前
掲
書

､

四

〇

六

頁
参
照

｡

(

2 3
)

≦
1

e

已
N
-

p
b

T

出
g

g
e

b
e

ユ
ー

D
く
〕
.

出

P

N

い
}

S
一

N

∽

N
.

(

2 4
)

ク

ル

テ

イ

ク
ス

が

プ
ァ

ル

タ

ー

だ

け

を

問
題

と

し
て

､

他
の

詩

人
に

触
れ

な
い

の

ほ

不

当

で

あ

ろ

う
｡

(

一

橋
大

学
助

教

授
)

3 β4

ゝ

ぜ

i
町
r

▲

ザ
ぺ




